
千葉県立美術館報

VOし.8 NO.3

(通巻 32号)

昭和56年9月21日発行

編集・発行人高橋 在久

〒 260

干葉市中央港l丁目10番l号

魯0472-42-83 1 1 (代表)

(●

田圃吾郎「朝日連峰」

敏
潮
畠

県
民
ア
ト
リ
エ
の
完
成
に
よ
っ

て
昨
年
四
月
か
ら
本
格
的
に
〃
語

る
"

〃
つ
く
る
り
の
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
と
り
あ
え
ず
洋
画
、

彫
塑
、
書
芸
、
七
宝
焼
等
の
八
諮

座
を
開
設
し
た
が
希
望
者
が
多
く
、

公
平
を
期
す
る
た
め
抽
せ
ん
で
受

講
者
を
き
め
て
い
る
情
況
で
あ
る
。

こ
の
盛
況
は
何
に
起
因
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ゆ
と
り
と
余

暇
が
で
き
た
こ
と
も
一
因
で
は
あ

ろ
う
が
、
む
し
ろ
歴
史
的
に
形
成

さ
れ
た
日
本
人
の
美
的
関
心
が

そ
う
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

も
と
も
と
日
本
人
に
と
っ
て
美
術

と
は
、
生
活
の
中
に
存
在
し
、
と

き
と
し
て
は
自
ら
造
る
こ
と
に
よ

っ
て
美
的
体
験
を
味
お
う
と
い
う

性
質
が
あ
る
。

白
鳳
天
平
の
絵
画
、
彫
刻
、
建

築
等
か
ら
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
等

に
い
た
る
ま
で
沢
山
の
美
術
工
芸

品
を
創
り
出
し
、
市
井
人
も
手
近

を
と
こ
ろ
で
書
画
骨
董
を
愛
好
す

る
と
い
う
独
特
の
美
の
伝
統
が
引

き
つ
か
れ
て
き
た
。
マ
ジ
ッ
ク
や

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
字
を
書
く
こ
と
の

用
は
十
分
足
り
る
が
、
用
を
超
え

た
中
に
美
を
求
め
、
自
己
表
現
を

見
出
そ
う
と
す
る
。
小
学
生
の
中

に
さ
え
書
道
ブ
ー
ム
が
静
か
に
広

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
関
連
が

あ
り
そ
う
だ
。

(
安
増

順
)



みる・かたる・つくる-

《
特
別
展
)

肉
筆
浮
世
絵
展
に
際
し
て

-
十
月
十
四
日
㈱
ま
で
ー

懐日豊虐繁「立美人」

本
年
度
の
本
館
の
特
別
展
は
、

九
月
十
二
日
他
か
ら
十
月
十
四
日

㈱
ま
で
の
「
肉
筆
浮
世
絵
展
」
と

十
二
月
五
日
出
か
ら
翌
年
一
月
十

七
日
㈲
ま
で
の

「
浅
井
息
と
京
都

洋
画
壇
の
人
々
」
で
あ
る
。

現
在
開
催
中
の
「
肉
筆
浮
世
絵

展
」

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
誌

前
号
に
お
い
て
「
《
特
別
展
多
肉

等
浮
世
絵
瞑
」
と
し
て
立
正
大
学

数
段
・
日
本
浮
世
絵
協
会
常
任
理

事
、
山
口
桂
二
郎
氏
の
御
寄
柄
を

掲
載
し
て
い
る
の
で
、
す
で
に
御

理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、
前

号
が
お
手
許
に
焼
か
な
か
っ
た
方

々
の
た
め
に
、
大
要
を
略
記
す
る

と
、
○
浮
世
絵
と
い
え
ば
、
版
画
を

考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
肉
筆
画
が

が
本
流
で
あ
る
。
○
信
長
・
秀
吉

時
代
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
を
近
世

初
期
風
俗
画
と
呼
ん
で
い
る
が
、

こ
の
肉
筆
画
の
系
統
を
ふ
ま
え
た

の
が
浮
世
絵
で
あ
る
。
○
肉
筆
は

単
一
作
品
で
あ
る
た
め
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。
○
今
回
の
展
覧
会
で
、

「
真
崎
の
図
」

「
西
行
図
」
な
ど

は
初
公
開
で
あ
る
。

ま
た
海
外
か
ら
掃
っ
た
作
品
も

含
ま
れ
て
い
る
。
○
寛
永
・
寛
文

か
ら
幕
末
に
至
る
各
流
派
の
作
品

が
大
体
理
解
で
き
る
内
容
の
豊
富

さ
を
も
っ
て
い
る
。
○
本
県
は
浮

世
絵
師
と
の
関
係
も
大
で
あ
る
。

○
浮
世
絵
師
の
絵
馬
も
観
賞
で
き

る
、
等
で
あ
る
。

浮
世
絵
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

本
来
は
親
し
み
深
い
江
戸
庶
民
芸

術
で
あ
り
、
そ
の
絵
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
江
戸
の
時
代
と
生
活
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
浮
世
絵
は
一

つ
の
芸
術
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
時
代
を
表
れ
す
作
品
と
し
て

も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
菱
川
師
宣
は
元
禄
七
年

二
六
九
四
)
に
没
し
て
い
る
∵
」

の
年
柳
沢
吉
保
は
老
中
格
と
な
り
、

綱
吉
が
生
類
憐
れ
み
の
令
を
出
し

た
。
世
に
い
う
「
犬
公
方
」
で
あ

る
。
こ
れ
よ
り
八
年
前
、
即
ち
貞

多
脅
十
二
篤
に
は
、

下
総
は
お
か
べ

武
蔵
は
あ
ん
も
な
り

と
あ
る
。

家
康
開
府
以
来
江
声
は
膨
張
を

続
け
、
盛
場
の
娠
い
は
地
方
に
は

な
い
江
戸
独
得
の
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
社
会
増
に
よ
る
人
々
は

と
い
ね
れ
た
江
戸
の
人
口
は
、
ロ

ン
ド
ン
、
パ
リ
も
五
、
六
十
万
の

人
口
で
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
世
界

一
の
都
市
が
本
県
の
隣
に
出
現
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
江
戸
が
生

ん
だ
講
座
は
、
今
日
わ
れ
お
れ
の

衣
食
住
に
も
生
き
続
け
て
い
る
も

の
が
多
い
。

庶
民
の
歩
ん
だ
中
で
、
も
て
は

や
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
今
回

の
展
示
作
品
、
そ
れ
を
育
ん
だ
、

江
戸
と
い
う
土
壌
の
上
に
咲
い
た

絵
画
を
ご
ゆ
っ
く
り
御
鑑
賞
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

な
お
、
九
月
二
十
日
㈲
に
は
講

演
会
「
肉
筆
浮
世
絵
の
魅
力
」
が

酷
評
襲
盤

歌川皇国「桜下花魁と禿」

事
二
年
間
三
月
に
は
、
利

根
川
西
を
武
蔵
と
し
、
束

を
下
総
と
し
て
い
る
。

現
在
の
よ
う
に
、
江
戸

川
が
境
と
な
っ
た
。
し

か
し
庶
民
の
感
覚
は
ど

ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
安
永
六
年

二
七
七
二
)
刊
の
柳

無欲 「きせる持つ美人)

ー
2

-

●

長
期
に
ね
た
る
江
戸
生
活
の
中
で

在
住
者
と
の
間
で
醸
し
出
し
た
江

戸
文
化
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

享
保
の
頃
に
は
百
万
を
越
え
る

●

山
口
桂
三
郎
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
た
。
な
お
、
さ
ら

に
十
月
三
日
㈲
午
後
二
時
よ
り
美

術
を
語
る
会
「
肉
筆
浮
世
絵
展
の

見
方
」
が
催
さ
れ
る
。
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夏
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大
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五
年
間
を
顧
み

て.く霧※
バ※※※

示※※※※

は
じ
め
に

千
葉
県
立
美
術
館
で
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
よ
り
、
〃
み
る
・
か

た
る
・
つ
く
る
〃
美
の
広
場
活
動

の
一
環
と
し
て
の
美
術
館
夏
季
大

学
を
開
講
し
て
き
た
。

開
館
半
初
、
来
館
者
の
多
く
の

方
々
か
ら
、
「
絵
と
い
う
の
は
ど

の
よ
う
に
見
る
の
か
」
と
か
、
「
こ

の
絵
は
ど
の
よ
う
に
制
作
し
た
の

か
」
と
い
っ
た
声
が
館
側
に
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
と
同
様
に
、
展
覧
会
だ
け
で
は

な
く
、
美
術
に
関
す
る
知
識
を
治

術
し
た
り
、
ま
た
、
教
養
と
し
て

の
美
術
に
親
し
む
機
会
が
欲
し
い

と
の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
た
。

ーみる・かたる・つくる

第2回 美術館夏季大学

そ
こ
で
、
美
術
に
関
す
る
知
識

や
理
棚
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
、
日
本
美

術
の
醒
史
的
な
推
移
や
多
様
化
し

た
現
代
美
術
の
動
向
に
新
鮮
な
気

持
ち
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
と
、
開
講
し
た
の
が
こ
の
美

術
館
夏
季
大
学
で
あ
る
。

今
ま
で
を
ふ
り
か
え
る
と

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
五
十
四

年
度
の
三
ヶ
年
岡
は
、
本
館
の
施

設
が
朱
だ
完
成
し
て
お
ち
ず
、
第

六
煉
示
室
を
利
用
し
て
行
っ
た
。

展
示
窪
田
に
設
計
、
施
工
し
て
あ

る
た
め
、
講
師
の
声
も
良
く
聞
き

と
れ
ず
、
し
か
も
、
外
部
と
の
遮

断
も
不
完
全
で
あ
り
、
受
講
者
の

方
々
に
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
か
け

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ぺ
-

ス
も
狭
く
、
ず
い
ぶ
ん
窮
屈
な
思

い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
第
胴
囲
を

迎
え
る
頃
に
は
、
待
望
の
県
民
ア

ト
リ
エ
も
完
成
し
て
、
各
揮
講
座

が
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。

会
場
と
な
る
講
堂
は
、
採
光
・

青
郷
効
果
・
視
聴
覚
器
具
の
設
備

な
ど
が
充
分
に
配
慮
さ
れ
、
そ
の

利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
椅
子

も
二
百
脚
余
り
を
擬
し
、
多
数
の

参
加
者
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
た

い
へ
ん
心
強
か
っ
だ
。

そ
れ
と
同
時
に
、
県
民
ア
ト
リ

エ
で
ね
ら
う
も
の
は
、
美
術
に
対

す
る
体
験
で
あ
り
理
解
で
あ
る
。

例
え
ば
、
美
術
作
品
の
鑑
賞
は

●
作
品
と
の
対
話
で
あ
り
、
そ
の
作

品
を
描
い
た
作
家
の
人
と
な
り
や

そ
の
時
代
的
背
景
、
モ
チ
ー
フ
の

意
味
な
ど
が
知
り
た
く
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
少
し
で
も

満
足
で
き
る
よ
う
に
と
考
、
え
ち
れ

た
施
設
が
県
民
ア
ト
リ
エ
で
あ
り
、

理
解
の
た
め
の
活
動
の
一
つ
が
こ

の
美
術
館
夏
季
大
学
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
年
度
を
含
め
た

過
去
五
回
の
実
施
内
容
は
別
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

毎
回
最
終
日
に
受
講
者
か
ち
ア

ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

日
実
技
講
習

日
作
家
個
々
の

研
究

こ
作
家
の
物
の
見
方
、
心

の
動
き
、
一
つ
の
作
品
が
完
成
す

る
ま
で
の
体
験
談
や
絵
の
め
ざ
す

も
の

(
作
家
個
人
の
テ
ー
マ
・
思

想
)
㈹
広
く
文
化
財
に
関
す
る
も

の
な
ど
が
、
学
習
内
容
に
対
す
る

要
望
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
回
以
降
受
講
者
の
約

二
十
%
̃
五
十
%
の
方
々
が
過
去

に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
八

十
%
以
上
の
方
々
が
、
次
回
の
受

講
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
考
え
る
と
本
講
座
も
漸
く
定
着

し
っ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
は
講
義

回
答
の
継
続
性
や
シ
り
-
ズ
化
を

は
か
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
期
間
や
曜
日
な
ど
口

糧
に
つ
い
て
も
、
今
後
大
い
に
検

討
を
加
え
て
い
く
必
要
に
せ
ま
ら

ゝ 機 師 内 容 

52 

村木 的映農耕即決宰億耀) 近代絵画の膀史と見かた 

佐々木宣比古畑岬実証伸幸蓑節制 近代日本画の歴史と見かた 

韓国中八部(轄躍謹削 日本近代日独Iの歴史と見かた 

奥原 佳雄は氾大草競脆〉 現代美術の動向と見かた 

53 

然龍 を久(l桑同立実機涌朗節度) 日本近代活動のルーツ 

金子 重量(大書女手大半録鐸) 近代工芸の魔女と見かた 

福江 卸屋仁二極で奇人γ瞭搬) 書芸の歴史と見かた 

大木 衝l手寄慎道義旅館宰重機鮎 美術品の取扱いと保存の仕方 

54 

期日 晃は京掃即砺録ま涙膝) 作東のqlのヨ一口ッ′1糞稲への巾 

機材鷹千代生駒職だ) 碑緋美術の先那者たち 

高橋∴在久〈千葉県重美稲部輪聞 日本洋画史の中の房総 

田中 穣倣兎噺聞時報蒙蜜月) 日本洋画の夜烏即す 

55 

病構 在久Il要用白貞義筋腫) 浅井忠と明流美術会の人々 

曝里 織部(諦撃盤榊 想田清輝と白馬会の人々(その自 

田中 穣(洗兎斬聞社報東雲員) 初期文展の人々一日展源流考へ 

舶日 異様常備笈綿飴の定額長) 大正期の美術と白樺 

56 

機構 在久住真取立其簡館慎) 浅井忠と京翻羊画壇 

網野 正信重刷田立持物農主任胃鷲別 京都派の特徴 

接農 機部(手柄評語教誓書) 瓜田洞評と「1握会の人々 

田中 顔(郎iⅣ輸壌1 昭和臼本圃の撮遼期 

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

講
師
の
先
生
方
か
ら
は
、

年
代
の
幅
が
か
な
り
あ

り
講
義
内
容
を
ど
の
年

代
に
あ
れ
せ
、
か
つ
段

階
を
ど
こ
に
通
い
た
ら

と
い
っ
た
、
内
容
の
精

選
に
苦
労
す
る
と
い
っ

た
貴
重
な
御
意
見
も
承

お
っ
た
。
何
れ
に
し
て

も
、
今
後
と
も
よ
り
充

実
し
た
美
術
館
夏
季
大

学
と
な
る
よ
う
心
か
け

た
い
。



みる・かたる・つくる-

千
葉
県

移
動
美
術
館

本
館
で
は
、
よ
り
広
範
な
地
域

の
方
々
に
美
術
作
品
鑑
賞
の
搬
会

を
提
供
す
る
た
め
、
収
蔵
作
品
を

県
内
各
地
に
巡
回
す
る
千
葉
県
移

動
美
術
館
を
企
画
し
て
い
る
。
五

十
二
年
度
か
ら
毎
年
行
な
い
、
初

年
度
は
木
更
津
市
、
館
山
市
、
五

十
三
年
度
は
松
戸
市
、
大
多
高
時
、

五
十
四
年
度
は
成
田
市
、
銚
子
吊
、

五
十
五
年
度
は
東
金
市
、
保
原
吊

を
巡
回
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
第

五
四
日
と
し
て
流
山
市
と
八
月
高

揚
市
を
開
催
地
に
選
び
、
ま
ず
桃

山
市
郷
土
資
料
館
で
十
月
七
日
㈹

か
ら
二
十
日
㈹
ま
で
開
催
し
、
次

い
で
八
日
市
場
市
立
公
民
館
で
十

月
二
十
四
日
伽
か
ら
十
一
月
二
日後藤綿男「山門雨後」

佃
ま
で
開
催
す
る
。
い
ず
れ
も
入

場
料
は
無
料
で
あ
る
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
方

々
に
御
鑑
賞
い
た
だ
き
、
美
術
を

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
と
ら
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

出
品
予
定
作
晶
は
次
の
と
お
り
各

部
門
に
ね
た
る
三
十
八
作
家
五
十

三
点
で
あ
る
。

日
本
画

富
取
風
堂
「
群
魚
」
渡
辺
学
「
川

口
」
松
尾
敏
男
「
原
野
」
後
藤
純

男
「
山
門
雨
後
」

洋
画

都
鳥
英
喜
「
婦
人
像
」
石
井
柏
手

「
信
州
風
景
」
霜
鳥
之
彦
「
緑
の

ス
ウ
ェ
ー
タ
ー
」
黒
田
重
太
郎
「

女
と
小
犬
」
原
勝
郎
「
モ
ン
マ
ル

ト
ル
」
鶴
田
吾
郎
「
お
山
の
鈴
音
」

石
橋
武
治
「
白
鷺
の
い
る
風
景
」

幡
貞
雄
「
横
堀
角
次
郎
兄
像
」
中

西
利
雄
「
外
房
風
景
」
板
倉
鼎
「

金
魚
と
雲
」
小
堀
進
「
花
と
海
」

無
縁
寺
心
澄
「
医
大
尖
煙
突
」
笹

岡
了
一
「
秋
脚
芦
の
湖
」
桜
田
精

一
「
冬
の
並
木
道
」
篠
崎
輝
夫
「

絵
馬
に
よ
る
」
繋
嘔
「
I
N
S
E

C
T
S
」
原
∴
郎
「
廃
船
」
時
田

幸
彦
「
ピ
サ
の
斜
塔
」

版
画

浜
口
陽
三
「
テ
ー
ブ
ル
掛
け
と
サ

●

都鳥実害「婦人像」

▼
弓
▼
・
一
・

〇
=
e

購

入

ク
ラ
ン
ボ
」

「
二
匹
の
蝶
」
瑛
九

「
林
の
目
」

「
よ
ろ
こ
び
B
」
星

謙
一
「
玉
の
樹
」

「
陽
(
林
)
」

深
沢
幸
雄
「
古
い
楽
譜
」

「
虚
空

の
影
」
池
田
溝
寿
夫
「
進
か
な
る

通
り
」

「
夜
の
旅
」
池
田
昼
一
「

T
O
G
E
T
H
E
R
 
A
G
A
I

N
○

○
N
O
B
O
D
Y
 
K
N
O

W
S
 
M
Y
 
M
I
N
D
」

彫
刻

大
川
遣
一
「
聖
観
音
」
大
須
質
力

「
惰
る
」
郡
司
和
男
「
天
使
」

工
芸

香
取
秀
典
「
鳳
凰
文
様
花
瓶
」
「
菊

文
釜
」

「
美
郷
子
香
炉
」

「
鳩
香

炉
」
津
田
信
夫
「
一
難
玲
増
し
「
鴫
」

「
鳳
翔
韮
炉
」

「
北
辺
夜
端
子
」

信
田
洋
「
黒
孔
雀
の
瓶
」

「
銀
壷

(
花
ひ
ら
く
)
」
「
乳
装
銀
瓶
」
「
金

冠
鋼
甑
」

書
大
石
隆
子
「
待
君
」
小
暮
青
嵐
「

天
寧
鈴
木
万
鶴
“
万
畠
」
金
子

聴
松
「
視
忠
明
」

鶴
田
吾
耶
作

「
千
川
堤
の
桜
」

(
油
彩
、
一
九

二
一
)
「
ア
ム
ー
ル
の
ブ
ラ
ゴ
エ
ン

チ
ェ
ス
ク
」
(
油
彩
、
一
九
一
九
)

「
初
秋
」
(
油
彩
、
一
九
二
一
)
「
婦

人
像
」
(
油
彩
、
一
九
三
五
)
「
蒙
古

の
女
」
(
油
彩
、
一
九
三
七
)

鶴
田
吾
郎
は
、
荻
原
碇
山
・
中

村
生
草
ら
と
中
村
屋
の
ア
ト
リ
エ
に

集
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
る
。

当
時
、
昔
丹
と
共
に
描
い
た
「
エ
ロ

シ
ェ
ン
コ
優
し

で
、
鶴
田
の
名
前

を
知
る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

鶴
田
は
、
「
旅
の
画
家
」
で
あ
る
。

一
生
の
大
半
を
旅
に
費
い
や
し
、

そ
の
範
囲
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

中
国
大
陸
・
ソ
連
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
広
い
。
旅
で
生
れ
た
作
品
は
、

「
的
確
な
写
実
力
」
と
年
男
が
予
測

し
た
「
鍔
く
べ
き
自
由
と
大
胆
、

遊
動
の
軍
政
」

で
描
か
れ
て
い
る
。

「
蒙
古
の
女
」
(
一
九
三
七
)

は
、

女
を
中
心
に
ま
お
り
に
牛
を
自
由
、

か
つ
大
胆
に
配
置
し
、
確
か
な
写

実
力
を
も
っ
て
牛
の
半
身
の
み
を

描
き
、
そ
れ
に
よ
り
大
地
の
広
が

り
を
表
現
し
、
広
大
な
土
地
に
生

き
る
人
を
動
物
を
土
の
臭
い
と
と

も
に
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
。

「
朝
日
連
峰
」
(
一
九
五
一
̃
五
四
)

で
は
、
山
岳
に
孤
独
に
た
た
ず
む

カ
モ
シ
カ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る

が
、
「
蒙
古
の
女
」
と
は
一
変
し
て

澄
み
き
っ
た
空
気
の
中
に
カ
モ
シ

カ
の
一
瞬
の
静
を
と
ら
え
、
大
自

然
に
力
強
く
生
き
る
小
さ
な
生
命

が
鼓
動
し
て
い
る
。
鶴
田
に
と
っ

駐日吾郎「諜古の女」

て
、
絵
画
は
常
に

自
然
と
生
命
の
表

現
の
場
で
あ
っ
た
。

一
生
の
大
半
を
旅

に
質
し
た
鶴
間
に

と
っ
て
自
然
の
中

に
生
き
る
こ
と
は

孤
独
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。



喜
し
い
、
い
り
h
○
○
u
ノ
小
物
「
小
h
乱
調
l
′
い
u
山
場
○
○
ヽ
u
′
h
ヽ
山
喜
i
い
ヽ
u
詰
り
l
、

-みる・かたる・つくる

ト
ピ
ッ
ク
ス

銃後工場の護り

五
十
五
年
二
月
、
本
館
の
東
京

湾
側
の
屋
外
に
、
藤
野
天
光
の
ブ

ロ
ン
ズ
の
大
作
「
銃
後
工
場
の
護

り
」

が
据
え
つ
け
ら
れ
た
。

こ
の
作
品
は
戦
時
下
の
鋳
物
工

場
の
労
働
者
を
実
際
に
モ
デ
ル
と

し
、
三
十
六
才
の
天
光
が
精
魂
を

傾
け
て
制
作
し
た
だ
け
あ
っ
て
、

昭
和
十
三
年
の
文
展
で
は
特
選
と

な
り
、
翌
年
の
ア
メ
リ
カ
万
博
に

も
出
品
さ
れ
好
評
を
拍
し
た
。

ま
た
、
文
展
の
〆
切
直
前
に
こ

の
石
膏
原
型
が
こ
ね
れ
た
た
め
一

時
出
品
を
断
念
し
た
が
∵

彼
の
意

気
込
み
に
感
激
し
た
労
働
者
が
勤

務
終
了
後
の
夜
間
に
モ
デ
ル
に
立

つ
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
し
た
と
い

ぅ
ェ
ピ
ソ
当
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
。

藤
野
は
明
治
三
十
六
年
、
群
馬

県
館
林
市
に
生
ま
れ
た
。
東
京
美

術
学
校
彫
刻
科
で
は
北
村
西
聖
に

師
事
し
て
研
さ
ん
を
積
み
、
次
第

に
彼
独
自
の
境
地
を
拓
き
な
が
ら
、

力
強
く
若
さ
に
溢
れ
た
人
間
の
美

し
き
を
激
し
い
気
性
を
テ
コ
に
し

て
生
涯
追
求
し
続
け
、
多
く
の
優

品
を
残
し
た
。

本
館
の
玄
関
口
に
あ
る
「
あ
あ

青
春
」
と
題
す
る
等
身
大
の
青
年

像
は
昭
和
三
十
七
年
の
日
展
で
文

部
大
臣
賞
を
得
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
代
表
作
と
し
て
は
「

光
は
大
空
よ
り
」
(
同
四
十
年
日
展
、

芸
術
院
賞
)
、
若
潮
団
体
の
モ
ニ
ュ

ー
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
。

藤
野
は
昭
和
六
年
か
ら
市
川
市

に
居
住
し
、
日
展
理
事
、
日
本
彫

塑
会
常
務
理
事
と
し
て
活
躍
す
る
と

同
時
に
千
葉
県
美
術
会
長
兼
理
事

長
と
し
て
本
県
美
術
会
の
振
興
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は
声
帯
摘
出

の
大
手
術
を
し
な
が
ら
も
日
展
に

大
作
を
発
表
す
る
気
力
を
示
し
た

が
惜
し
く
も
昭
和
四
十
九
年
、
七

十
二
才
を
一
期
と
し
て
世
を
去
っ

た
。

(
安
増

順
)

前
号
に
て
ご
案
内
し
た
企
画
展

“
房
総
の
美
術
家
シ
り
-
ズ
聞
浅

井
真
展
」
は
七
月
二
十
一
二
日
よ
り

八
月
二
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
花
、
林
、
岩
、
裸
婦
、
風

景
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
飽

く
こ
と
な
く
描
き
続
け
た
画
家
の

真
撃
な
創
作
態
度
が
う
か
が
わ
れ
、

大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

会
期
中
開
か
れ
た
「
美
術
を
語

る
会
」
で
は
、
荒
巻
道
南
・
洋
子

御
夫
妻
、
中
村
陽
三
氏
を
遡
、
え
、

作
者
浅
井
真
に
つ
い
て
興
味
深
い

語
り
合
い
が
行
お
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
会
期
終
了
後
、
兼
巻
通

高
・
洋
子
御
夫
妻
並
び
に
佐
藤
三
千

世
様
よ
り
作
品
四
十
点
が
本
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
あ

つ
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

し
い
、
り
′
"
立
山
「
大
嶋
」
甲
子
い
、
l
り
!
I
柵
つ
島
l
山
羊
可
宮
「
。
J
い
当
り
購
い
い
り
ト
ー
ー
小
鴨
γ
ト
持
つ
座
り
小
h
つ
b
ト
り
ん
い
り
l
I
l
川
東
十
五
十
γ

乱_____.___

浅井 具「裸婦D」

談
話
コ
ー
ナ
ー

-
県
立
美
術
館
を
訪
れ
て
-

絵
を
見
て
思
っ
た
の
は

小
・
6

高
崎
由
樹
(
千
葉
市
)

先
日
、
美
術
館
へ
行
き
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
は
じ
め
は
、
ま

だ
一
度
も
県
立
美
術
館
へ
行
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
気
に
入

る
絵
な
ん
て
一
枚
も
な
い
し
、

ど
う
せ
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

美
術
館
に
入
る
と
シ
ー
ン
と

静
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
館
の
人

の
話
を
聞
き
自
由
鑑
賞
に
な
り

ま
し
た
。
一
つ
一
つ
見
て
行
く

う
ち
に
、
給
っ
て
い
い
も
の
な

ん
だ
な
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
写
真
な
ど
で
見
る
洋
画

が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
画
で
も
一
つ
だ
け
、

す
て
き
な
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
も
い
い
な
と
思

う
絵
が
一
枚
で
も
あ
っ
た
の
が

う
れ
し
く
思
え
ま
し
た
。

一
回
サ
ッ
と
見
て
終
わ
っ
た

こ
ろ
、
今
度
は
鑑
賞
指
導
に
移

り
ま
し
た
。
先
生
や
友
達
と
一

緒
に
、
自
分
の
意
見
を
出
し
合

っ
て
、
う
な
ず
い
た
り
、
も
う

一
度
近
く
で
見
直
し
た
り
し
ま

し
た
。
私
が
気
が
付
か
な
い
事

で
も
、
友
達
が
言
っ
て
く
れ
る

の
で
よ
く
ね
か
り
ま
し
た
。
構

図
を
し
お
り
に
か
く
と
、
こ
ん

な
か
き
方
も
あ
る
の
か
と
考
、
そ

図
工
で
今
度
絵
を
か
く
時
に
は

参
考
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
自
分
は
ど
の
絵
が

一
番
気
に
入
っ
た
か
と
い
う
事

で
、
そ
の
絵
の
前
に
行
き
ま
し

た
。
私
は
、
松
が
手
前
で
静
か

を
感
じ
を
出
し
、
遠
く
に
あ
る

光
が
雨
に
光
っ
て
き
れ
い
な
の

を
選
び
ま
し
た
。

美
術
館
に
行
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
み
ん
な
で
行
っ
て
、
意

見
を
出
し
合
う
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

行
く
前
ま
で
は
、
つ
ま
ら
な

い
所
だ
と
思
っ
て
い
た
美
術
館

が
、
こ
ん
な
に
役
に
立
つ
所
だ

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

き
た
ら
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

ー
5

-
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◎
日
本
画
入
門
講
座

か
ね
て
よ
り
皆
様
か
ら
御
要

望
の
多
か
っ
た
「
日
本
画
」
の

入
門
諮
座
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
材
料
費
等
多
少
か
さ

む
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
日

1
 
0
月
的
・
H
・
1
 
3
●

1
4
・
1
5
・
1
6
日

●
講
師

渡
辺

学
氏

●
申
込
締
切

9
月
3
 
0
日
㈱

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
三
期
)

●
期
日

1
0
月
1
3
・
1
4
日

●
諦
師

桜
田
鰹
士
民

●
申
込
締
切

9
月
3
0
日
㈱

◎
洋
画
研
修
講
座
(
二
期
)

●
期
日

1
0
月
2
4
・
2
5
日

1
1
月
2
1
・
2
2
日

1
2
月
1
9
・
2
0
日

●
講
師

高
橋
規
矩
治
郎
氏

●
申
込
締
切

1
 
0
月
9
日
㈱

◎
彫
塑
入
門
講
座
(
二
期
)

●
期
日

的
月
2
7
・
2
8
日

‖
月
3
・
4
日

1
 
1
月
的
・
u
日

●
講
師

青
木
三
四
郎
氏

●
申
込
締
切

1
 
0
月
1
 
2
日
㈲

◎
七
宝
焼
入
門
講
座
(
第
二
期
)

●
期
日

1
1
月
重
4
・
1
5
日

●
諦
師

長
南
光
男
氏

●
申
込
締
切

n
月
7
日
出

※
。
昭
和
5
6
年
度
事
業
案
内
」
で

の
。
七
宝
焼
入
門
講
座
」
の
期

日
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
す
。
二
期
-
1
1
月
重
4
・
1
5
日

三
期
-
2
月
2
7
・
2
8
日

◎
第
3
回
「
美
術
を
語
る
会
」

一
、
日
時

重
6
月
3
日
出

午
後
2
時
̃
3
時
半

二
、
主
題

「
肉
筆
浮
世
絵
展
の

見
方
」

三
、
講
師
(
話
題
提
供
者
)

長

野
方
治

氏

へ
浮
世
絵
研
究
家
)

◎
第
3
3
回
千
葉
県
美
術
展
覧
会

(
県
展
)
開
催
要
項
(
抄
)

お
知
ら
せ

一
、
趣
旨

本
展
は
本
県
の
美
術

家
の
作
品
を
広
く
紹

介
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
美
意
識
を
高

め
、
郷
土
美
術
文
化

の
振
興
と
情
操
の
純

化
に
資
す
る
。

三
、
会
場

千
葉
県
立
美
術
館

四
、
会
期

的
月
2
4
日
脚
よ
り
‖

月
1
5
日
㈲
ま
で

2
、
搬
入
期
日
=
1
0
月
1
7
日
,

1
8
日

五
、
出
品

り

け

り

3、里

公
募
-
 
I
本
県
在
住
者
及

び
本
県
出
身
者
に
て

満
1
 
9
オ
以
上
の
方

六
、
出
品
手
数
料

三
〇
〇

〇
円
(
各
部
一
人
一
点
と

す
る
)

九
、
入
場
料

無
料

※
な
お
県
展
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
は
千
葉
県
美
術
会
(
電

話
〇
四
七
二
㈲
二
七
一
〇
)
へ

◎
団
体
展
(
9
月
̃
‖
月
)

●
干
葉
8
1
虞

9
・
2
2
̃
9
・
2
7

●
盟
の
会
展

9
・
卯
̃
1
 
0
・
4

●
第
2
 
8
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術

展
9
・
2
9
̃
1
0
・
4

●
フ
ァ
ン
シ
ー
洋
画
展

9
・
2
 
9
̃
川
・
4

●
第
3
重
囲
干
葉
デ
ザ
イ
ン
展

9
・
2
9
̃
1
0
・
4

●
干
葉
市
中
・
中
・
養
護
学
校
児

童
生
徒
総
合
展

l
 
C
・
6
̃
1
0
・
1
4

●
第
3
3
回
県
展

1
0
・
2
4
̃
‖
・
1
5

●
千
葉
県
高
等
学
校
総
合
芸
術

祭
へ
書
道
・
美
術
.
・
工
芸
展
)

n
・
1
9
̃
n
・
2
9

●
芸
術
祭
参
加
写
真
展

1
1
・
1
9
̃
u
・
2
9

三重つをつ重∋エコ重⇒重さ重→重=,重プロを⇒重つき重さを⇒重⊃口重⇒重>こ⊃重さ寒こ}重⇒重さ重さをゴロ重さと}重⇒な>重さ重つをつを⇒重⊃重⊃重⇒章⇒口重さなつ重⊃夢雷電鴨饗⊃』

7

15 1110 7 月

‾

館

8

24 10 8 3 月282217

県
知
事
、
県
教
育
長
、
信

田
洋
氏

木
村
賢
太
郎
氏

太
田
洋
三
氏
、
鈴
木
冶
平

氏松
戸
市
教
育
長

茨
城
県
人
事
委
員
会

文
部
省
六
名

千
葉
市
助
役

宮
城
県
出
納
局
管
理
課

県
副
知
事

京
都
市
美
術
館
学
芸
課
長

原
田
平
作
氏

兼
巻
通
商
氏
、
中
村
陽
三

氏
(
美
術
を
語
る
会
)

浮
世
絵
太
田
記
念
美
術
館

よ
り
二
名

細
野
正
信
氏
、
植
村
鵬
千

代
氏
、
陰
里
絨
郎
氏
、
河

北
倫
明
氏
、
中
村
樽
三
郎

氏
、
郡
司
幹
雄
氏
、
前
田

泰
次
氏
、
堀
江
和
彦
氏
、

松
下
実
歴
氏
、
山
本
倍
音
氏

渡
辺

学
氏

中
華
人
民
共
和
国
駐
日
大

使
館
よ
り
三
名
、
日
中
友

好
団
体
干
葉
連
合
会
五
名

佐
倉
市
長
、
文
部
省
四
名

●

7

7 4 月

抄

9 8

12月 282419月 28 232211 8‾

洋
画
研
修
講
座

金
工
芸
信
田
洋
回
顧
展
始

ま
る
(
7
月
1
 
9
日
ま
で
)

陶
芸
入
門
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

美
術
を
語
る
全

県
博
協
役
員
会

浅
井
真
展
始
ま
る
8
月
2
 
0

日
ま
で
)

美
術
館
協
議
会

県
博
協
編
集
委
員
会

美
術
館
資
料
審
査
委
員
会

県
立
美
術
館
・
博
物
館
館

長
会
議

特
別
展
肉
筆
浮
世
絵
展
は

じ
ま
る
へ
的
月
1
 
4
日
ま
で
)

6

芸
事
喜
寿
寒
雲
塁
妾
発
案
雲
哀
哀
慕
蔓
薫
・
蓑
虫
)

の
浅井 忠自作印

(原寸)

葉
菜
蔓
蔓
託
套
姦
毒
害
善
書
更
葦
善
業
裏


